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L09c 低活性彗星 209P/LINEARの可視・近赤外偏光観測
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本研究では、低活性の木星族彗星 209P/LINEARについて、ダストとガスからなるコマ部分が光学的に薄いこ
と利用し、彗星核とコマの直線偏光度を導いた (Kuorda et al., 2015, ApJ, 814, 156)。観測は、光・赤外線天文
学大学間連携観測ネットワーク (OISTER)による測光・偏光観測キャンペーンとして行った。偏光観測は、観測
装置MSI(北海道大学ピリカ望遠鏡)とHONIR(広島大学かなた望遠鏡)を用いて 5夜実施した。
209Pのような活動度の低い彗星の偏光度は、核とコマのフラックス比によって変化すると考えられる。彗星核

は恒星と同様の PSFをもつと仮定し、測光モニター (Ishiguro et al. 2015, ApJL, 798, L34)から得た核の等級と
合わせることでフラックス比を推定できる。それぞれ FWHMの 1-5倍のアパーチャで測定した値から計算した
偏光度と推定したフラックス比の比例関係から、彗星核とコマの偏光度を算出した。
経験的な関数でフィッティングすると、その最大値は彗星核で 30.8%、コマのみで 29.6%とどちらも高い偏光

度を示した。この彗星核の偏光度の最大値とアルベドの間に、Umov lawが成立するとすると、1–100 µmサイズ
のレゴリス粒子の存在を示唆する。また、Rcと Jバンドの間では、その偏光度に大きな差はなかった。
本講演では、上記に加え、彗星核と小惑星の偏光度の比較、ガスコンタミネーションの可能性も含め報告する。


